
沖縄医報　Vol.59  No.5 2023
月間（週間）行事お知らせ

拓しようとするマーケティング戦略を展開して
います。TI による児童労働や強制労働などの
人権侵害や、女性や先住民などの差別も知られ
ています。また、先に述べたように貧困や格差
の拡大にもつながっています。これらは、目標
5（ジェンダー平等）、目標 10（人や国の不平
等をなくそう）や目標 16（平和と公正をすべ
ての人に）にも反しています。またタバコ栽培
は、森林伐採や土壌劣化、水資源の枯渇などの
環境問題を引き起こし、生物多様性や気候変動
にも悪影響を及ぼしています。これは、目標 6

（安全な水とトイレを世界中に）、目標 13（気
候変動に具体的な対策を）や目標 15（陸の豊
かさも守ろう）に反しています。さらに、タバ
コ廃棄物は、海洋汚染や野生動物への危害など
の社会問題を引き起こし、美観や公衆衛生にも
悪影響を及ぼしています。これは、目標 11（住
み続けられるまちづくりを）や目標 14（海の
豊かさを守ろう）に反しています。

　TI は、SDGs への貢献をアピールするため
に、街の美化や海岸の清掃などの社会貢献活動
を行っています。しかし、これらの活動は、自
らが引き起こした問題に対する責任を回避し、
自社のイメージアップや営業利益の増加を狙っ
たものでしかありません。TI の本質的な企業
活動は SDGs に反しており TI が真に SDGs に
貢献するためには、タバコの製造・販売をやめ
るしかないことは明らかです。SDGs の達成に
は FCTC 履行が不可欠です。管理栄養士の国
家試験では昨年 FCTC が取り上げられるなど、
FCTC の認知度が上がってきていることを期
待していますが、本邦の履行状況はまだ世界レ
ベルに追いついていません。本学学生には「禁
煙は世界を救う」と、事あるごとに FCTC に
ついて講義していますが、卒業生たちが皆様方
のチームの一員となって「地域共創・未来共創」
の理念を胸に FCTC 履行と SDGs 達成に貢献
できることを願っています。

沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課からのお知らせ

　沖縄県では、外国人観光客の医療問題に対応
すべく、多言語コールセンター（名称：おきな
わ医療通訳サポートセンター）を開設し、医療
機関向け①電話・映像医療通訳②簡易翻訳サー
ビス③インバウンド対応相談窓口をすべて無償
で実施しております。
　各医療機関におかれましては、是非、有効利
用下さいますようご案内申し上げます。

おきなわ医療通訳サポートセンター
について

0570-050-232
（18ヵ国語対応）電話・映像医療通訳サービス①

�時～��時・平日
okinawa_mi@okinawa-kanko.com

（20ヵ国語対応）簡易翻訳サービス②

0570-050-233
info@okinawasoudan.com
インバウンド対応相談窓口③

←詳細はこちらからご覧ください
【問い合わせ先】
「おきなわ医療通訳サポートセンター」
医療通訳サービス運営事務局（受託事業者：メディフォン株式会社）
☎ 0570-001-003 
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